平成２２年度三学期保護者会挨拶

校長　有賀康修

１　東日本大震災について

　私たちは、東日本大震災による被災地の皆さんに対し、国民の一人として、同胞の苦難の日々を分かち合っていきたいと思います。東京電力福島原子力発電所の事故に対応し、現場において文字通り命がけで作業している皆さんに深く感謝いたします。ありがとうございます。

　引き続く余震、交通手段の混乱等が予測されたので、生徒の安全重視から、緊急対応として３月１４日から自宅学習としました。卒業式と修了式を２４日に集中させ、その他の行事を中止しました。折角時間をかけて準備してきたプログラムが実施できず、残念な結果に終わったことを悔しく思います。この状況で他校も同様な処置をとったようです。
　これからの課題として①計画停電の実施の状況と授業の関係、②新しく交通手段を利用した通学を体験する中学一年生。登下校の通学時間帯を中心として鉄道など交通手段の改善状況、③原子力発電所の事故による放射線物質の飛散状況と対応、④部活動など学校教育活動の実施方法の検討があります。事態の進展に適切に対応して、国の方針、東京都の指導、中野区の状況を踏まえ、「生徒の安全」第一に考えていきます。保護者の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
　原則として学校の「ホームページ」に最新情報を掲載しますので、事態が平常に戻るまでは毎日見る習慣をつけてください。インターネットを利用されていないご家庭にあっては、クラスの友達と連絡するネットワークを作ってください。
　また、生徒に自宅学習期間を有効活用するようにと、ホームページで呼びかけました。このピンチを前向きにとらえて、みんなで頑張っていきましょう。
２　建設の進行状況について

　計画通り進行しております。予定では「平成23年度年間行事予定表」の通り７月15日には第一期工事校舎の引き渡しを受け、16日から引っ越しを行います。特別教室と高校生の教室が入ります。特別教室の実験台など、9月1日から授業が実施できるように計画的に作業をいたします。
　平成23年度も引き続いてグランドの代替施設として旧中野区立第６中学校のグランドを借用できました。平成23年度中学２年生及び高校１年生の体育の授業(週一回２時間)、放課後等のクラブ活動で利用いたします。朝、中野駅前から6中までの通学バスをチャーターします。西武新宿線新井薬師駅から野方駅への通学は学校で切符を用意いたします。詳細については、該当学年に5月の父母会総会においてプリントでご説明いたします。体育の授業での6中利用開始は父母会総会後となります。
　なお、例年夏休みに実施している、三者面談、夏季講習等は部屋をやり繰りして行いますので、ご協力ください。
３　授業時数の確保について

　来年度から年間３５週の授業時数確保をするため、定期考査が終わったのちも通常授業を行います。質の高い授業をしっかり時間をかけて実施することで学力が向上します。体験学習や学校行事を行いつつ、教室における授業時数を大切にしていきます。生徒にしっかり勉強させます。
４　英語教育の充実について
　現在の中学一年生の入学式式辞で「自立の土台は経済的自立です。コタカ先生は実学を重視し、裁縫・手芸を学ぶことを通して人を育てました。課題を見つけ、創意工夫し、協働する『生きる力』を養ったのです。/　２１世紀では、裁縫・手芸に代わって英語が実学として大切です。英語教育を通して、課題を見つけ、創意工夫し、協働する『英語生活力』を養い、『地球市民』としての生き方を身につけさせます。」と述べました。
　来年度から、２年間かけて、英語科を中心として、研究主題「全人的発達を目指す英語教育研究－Communicative  Competence理論を応用した実践的英語コミュニケーション能力を育成するための方法－」に取り組みます。大妻女子大学大学院教授服部先生にご指導をいただくことになりました。大妻コタカ先生の教えと、英語が会社内の公用語になっている時代を踏まえた英語教育です。これから本校の英語教育が飛躍的に向上していくと思います。ご期待ください。
５　道徳教育の充実について

　平成22年度当初に「新学習指導要領を踏まえた新しい教育課程編成に向けて」をお示ししました。教育内容改善の重点項目の一つに、道徳教育の充実をあげておきました。来年度からは道徳教育を計画的に実施していきます。

本校では新しく採用した先生方に中心になってもらい初任者研修を毎年行っております。平成22年度は「大妻コタカ先生研究」をしてもらいました。本校の道徳教育は、大妻コタカ先生の教え、ピアカウンセリング、茶道と華道、道徳の授業で構成されます。

６　進学指導体制の充実について

　都立中高一貫教育校が誕生し、ライバルになってきました。本校のこれまで進めてきた進学対策が都立校の取り組みと比較してどうか点検しました。その結果を父母会総会にはご報告できると思います。点検結果を踏まえて、平成23年度以降、改善を重ねていきたいと思います。
７　高校と大学の接続について

　これまで本校は大妻女子大学と様々なプログラムで高大連携を図ってきました。いよいよ学長と校長が正式に協定を結んで進める「大妻女子大学と大妻中野高等学校との教育・研究交流」が現在検討中です。大妻女子大学で学んだ講義や実験が一定の内容と時間を持つとき、本校の単位として認定することにいたします。単位認定の段階に進化します。
　さらに大学で第二外国語にフランス語を学習する生徒のためにこれまでフランス語の講座を開設してきました。いよいよこれを正式の教育課程に位置付け、単位認定することにしました。

　生徒が大学に入学後、学生生活を充実・満足して過ごせるように改訂しました。

８　父母会奨学金について
　平成22年度父母会総会で設立された「父母会奨学金」を今年度から実施していただきました。本校には授業料について減免する制度があり、保護者の申し出により理事長が決定します。父母会奨学金は、教育充実費について、理事長が授業料を減免した生徒を対象として、授業料減免と同じ割合で給付していただきます。

　理事長は、平成22年度、中学校と高等学校合わせて12名について授業料減免と決定しました。父母会奨学金についても同様にお願いいたしました。
　なお、平成22年度高等学校卒業生から、卒業時に返還する積立金より、この父母会奨学金にご寄付をいただきました。ご協力とご支援に対し厚く御礼申し上げます。
